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インスピレーションと洞察から生成されました 6 ソースから 
ここまでの情報を整理しましょう。ソフトバンクグループの特許戦略について、詳細な分析
レポートを作成します。 

ソフトバンクグループの大規模特許公開戦略：
背景、技術的特徴、戦略的意義の総合分析 
1. 序論：大規模特許公開の概要と背景 
2025 年 4 月 2 日と 3 日の 2 日間で、ソフトバンクグループは特許庁により合計 3569 件（2
日に 1808 件、3 日に 1761 件）の特許出願を一挙に公開しました日経クロステック 1。この
大量出願により、同社は特許公開件数ランキングで上位常連のトヨタ自動車やキヤノンを
抑え、一躍トップに躍り出る結果となりました。 
1.1 背景：戦略的特許出願の増加 
この大規模特許公開の背景には、2023 年 10 月頃から同社が表明していた AI（人工知能）
関連技術の大量出願戦略があります。特に注目すべき点として、これらの出願の多くが 2023
年 9 月 19 日・20 日という極めて短期間に集中して行われたという事実があります
note.com2。この集中的な出願パターンは、ソフトバンクグループが社内でのアイデアコン
テストや研究開発プロジェクトの成果を一括で特許化する戦略を採用していることを示唆
しています。 
1.2 孫正義氏の関与と戦略的ビジョン 
ソフトバンクグループ会長兼社長の孫正義氏は、この特許戦略において中心的な役割を果
たしています。孫氏は「2023 年に 1008 件の特許を出願した」と公言しており、実際に 2024
年 4 月以降、孫氏を単独の発明者とする約 200 件の特許が公開されています日本経済新聞
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3。これは、孫氏自身が AI 技術、特に生成 AI の可能性と将来性に強い確信を持ち、自らも
積極的に技術開発に関与していることを示しています。 

2. 技術的特徴：出願特許の分析 
2.1 技術分野の傾向 
公開された特許出願の分析から、ソフトバンクグループが特に注力している技術分野が明
らかになっています： 

1. 生成 AI 技術：特許の大多数が AI 技術、特に生成 AI（Generative AI）に関連してお
り、テキスト生成、画像生成、音声・コード生成などの技術が含まれています
note.com2。 

2. 主要技術分野の 4 分類： 
o コンテンツ生成：テキスト、画像、動画、音楽、3D モデル、アバター、仮

想空間などの自動生成 
o 対話システム・チャットボット：自然な対話による情報提供、相談対応、業

務支援 
o プロンプトエンジニアリング：ユーザー入力に応じた最適なプロンプト生成

と AI 出力の制御 
o Fine-tuning・独自データ学習：特定タスクやドメインに合わせたモデル調

整・学習 note.com4 
3. 複合技術領域：自然言語処理、画像認識、音声認識、機械学習、データ分析、最適

化アルゴリズム、IoT、ロボティクス、VR/AR などと AI 技術を組み合わせた応用
分野も多数含まれています。 

2.2 出願形式の特徴 
出願された特許の形式にも特徴が見られます： 

• 名称の単純化：多くの特許が単に『システム』という名称で出願されており、これ
は特許事務所が大量の明細書作成に追われ、詳細な名称付けに余裕がなかったこと
を示唆しています日経クロステック 1。 

• 迅速な出願プロセス：特許は先願主義のため、ソフトバンクグループは競合他社よ
りも早く出願するために、短期間で大量の明細書を作成し、特許庁に提出したと考
えられます。 

• 生成 AI の活用：特許出願プロセス自体にも生成 AI が活用されており、特許文案作
成や特許調査を AI ツールで支援することで、出願プロセスを効率化しています
yorozuipsc.com5。 

3. 戦略的意義：ソフトバンクグループの知的財産戦略 
3.1 市場競争力の強化 
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この大規模な特許出願戦略には、以下のような戦略的意義があります： 
1. 技術革新の権利化：急速に進化する AI 分野で、技術革新を迅速に権利化すること

で、将来の市場展開における優位性を確保しています。 
2. 競争優位性の確立：生成 AI やその他 AI 技術分野で早期に広範な特許ポートフォリ

オを構築することで、競合他社に対する牽制効果を狙っています。 
3. 社内イノベーションの促進：生成 AI コンテストや社内イノベーション活動を通じ

て、従業員からの技術アイデアを奨励し、特許化を支援する文化を醸成しています
yorozuipsc.com5。 

3.2 グローバル戦略との連携 
ソフトバンクグループの特許戦略は、同社のグローバル事業戦略と密接に連動しています： 

1. AI インフラへの投資：OpenAI への大規模投資（最大 400 億ドル、約 5 兆 9800 億
円）やアメリカ国内での AI インフラ整備計画（「スターゲート」プロジェクト）な
ど、特許戦略と並行して大規模な投資戦略も展開しています東洋経済オンライン 6。 

2. 長期的な市場ポジショニング：孫正義氏は生成 AI 市場において OpenAI を「リー
ディングカンパニー」と認識し、そのパートナーとして「AI インフラ王」の座を狙
う戦略を採用しています。これは、特許と投資の両面から市場の長期的な支配を目
指す総合戦略の一環です。 

3.3 知的財産の経済的活用 
大量の特許出願は、将来的な経済的価値の創出にも貢献します： 

1. ライセンス収入の可能性：取得した特許を将来的に多額のライセンス料で供与する
可能性があります。 

2. M&A 時の企業価値向上：強固な特許ポートフォリオは、企業価値評価において重
要な資産となり、将来の M&A 活動や資金調達において有利に働く可能性がありま
す。 

3. クロスライセンスの交渉力：大量の特許を保有することで、他社との技術提携やク
ロスライセンス交渉において強い交渉力を持つことができます。 

4. 技術的、戦略的インパクトの分析 
4.1 AI エコシステムへの影響 
ソフトバンクグループの特許戦略は、AI エコシステム全体に多大な影響を与える可能性が
あります： 

1. 日本の AI 競争力強化：ソフトバンクグループの取り組みは、日本の AI 技術の競争
力強化に貢献し、グローバル市場での日本の存在感を高める可能性があります。 

2. 業界標準の形成：多数の基本特許を保有することで、将来的な AI 技術の標準化や業
界慣行の形成に大きな影響力を持つ可能性があります。 

3. イノベーションの加速：一方で、特定の企業による大量特許取得は、オープンイノ
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ベーションを阻害する可能性もあり、バランスの取れた知財戦略が求められます。 
4.2 長期的なビジネス戦略との整合性 
特許戦略は、ソフトバンクグループの長期的なビジネス戦略と整合的です： 

1. 事業多角化の基盤：AI 技術に関する広範な特許ポートフォリオは、ソフトバンクグ
ループの事業多角化戦略の技術的基盤となります。 

2. 次世代技術への布石：今回の特許出願の多くは、AI エージェント、パーソナルアシ
スタント、自律システムなど、孫正義氏が将来の成長分野と位置付ける領域をカバ
ーしています。 

3. 投資戦略との相乗効果：特許戦略はビジョン・ファンドやその他の投資活動と密接
に連携しており、投資先企業との技術連携やシナジー創出に貢献します。 

5. 結論：大量特許出願の意義とその未来 
ソフトバンクグループの 3500 件超に及ぶ特許の一挙公開は、単なる数の競争ではなく、同
社の AI技術分野における戦略的ポジショニングと将来を見据えた知的財産戦略の表れです。 
この戦略の成否は、以下の要素によって判断されるでしょう： 

1. 特許の質と有効性：単に数を揃えるだけでなく、真に価値ある技術を保護する強固
な特許であるかどうかが重要になります。 

2. 事業展開との連携：取得した特許技術を実際のビジネスにどう活かし、収益化して
いくかが課題です。 

3. グローバル競争への対応：アメリカや中国などの競合企業との特許競争において、
どのように優位性を維持していくかが重要な課題となります。 

ソフトバンクグループの斬新かつ大胆な特許戦略は、日本企業の知的財産戦略に新たな視
点をもたらすものであり、その成果と影響は今後数年にわたって注目されるでしょう。 
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SoftBank World 2024 孫 正義 特別講演 超知性が 10 年以内に ... 
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